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令和５年度 全国学力・学習状況調査 希望ケ丘小学校の結果について 

 

 初秋の候、保護者の皆様にはますまずご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて、令和５年４月１８日に全国公立小学校６年生、中学校３年生を対象に実施された全国学力・学習状

況調査の調査結果が集計され、本校に届きました。希望ケ丘小学校の調査結果概要をお知らせします。 

 

【教科・観点別 学習状況調査結果】 

 

○平均正答率（％） 

教科 国語 算数 

全国 ６７ ６２ 

神奈川県 ６６ ６３ 

本校 ６５ ６４ 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現 

全国 ６８．９ ６５．５ ６７．２ ５６．５ 

神奈川県 ６８．５ ６４．０ ６７．８ ５７．２ 

本校 ６７．６ ６２．０ ６７．５ ５９．１ 

 

 

○各教科の調査結果における希望ケ丘小学校の学習状況の分析と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 

◎「目的に応じて、文章と図表などを結びつけるな

どして必要な情報を見つける」問題において、正

答率が高く表れました。このことから、情報分析

能力が身に付いてきていると考えています。 

△記述問題における正答率が低く表れました。記述

式の問題において、無答率がかなり高かったこと

も、全国平均との差となる要因の１つと言えま

す。これは「書くこと」の指導の強化につなげて

いく必要があると分かりました。「自分で考えを

まとめる」力を高めるために、「ぐんぐんタイ

ム」を活用したり、普段の授業の中でノートなど

に文章を書いたりすることの積み重ねを大切にし

たいと考えます。 

＜算数＞ 

◎概ね県や全国の平均と同様の結果が表れました。

国語と同様、「情報分析能力」の結果が高くなっ

ています。引き続き、どの教科でも結果からどん

なことが言えるか、資料からどんなことが分かる

か「考察」に力を入れて指導したいと考えます。 

△計算問題（特に「計算のきまり」に関すること）

や、図形問題（特に「図形の意味や性質」に関す

ること）において正答率が低く表れました。日々

の宿題で計算プリントを継続することや、公式や

数式を導く過程（暗記だけでなく、なぜその公式

が成り立つのかを考えること）を大切にしたいと

考えます。 



【生活意識(児童質問紙調査結果）】 

○各設問における特徴的な回答状況（％）…「当てはまる」と回答した児童の割合 

質問項目 全国 神奈川県 本校 

自分にはよいところがあるか 42.6 44.3 55.0 

毎日、同じくらいの時間に起きているか 55.1 53.0 66.3 

毎日、同じくらいの時間に寝ているか 38.1 36.4 53.8 

→友達関係や学校生活について、肯定的にとらえる児童が多く安心しています。よいところはよいと教師が

価値付けたり、友達同士で認め合ったりできる場を増やし、さらに伸ばしたいと考えます。基本的な生活

習慣が整っていることが児童の健康、より良い学校生活へ繋がっています。保護者様の日頃の支援に感謝

いたします。 

 

 

○各設問における特徴的な回答状況（％）…「当てはまる」と回答した児童の割合 

質問項目 全国 神奈川県 本校 

将来の夢や目標を持っているか 60.8 59.4 56.3 

→行事や生活面など、身近なところでの目標を設定することは容易にできますが、「将来」という長いスパ

ンで考えることがまだ難しい様子が見られます。 

 

 

【学習意識(児童質問紙調査結果）】 

○各設問における特徴的な回答状況（％）…「当てはまる」と回答した児童の割合 

質問項目 全国 神奈川県 本校 

５年生までの授業で、課題解決に向けて、 

自分で考え、自分から取り組んだか 
30.5 31.9 45.0 

家で、自分で計画を立てて勉強しているか 28.7 28.7 28.8 

→これまでの学習で、問題解決学習の基盤ができている結果が表れています。今後も学習や活動のゴールを

明確にし、見通しをもって学習していける支援をしていきます。また家庭学習は、卒業後も必要となる力

です。小学校の間に少しでも力を高めるために、テストに向けた学習計画を自分で立てるなどの支援をし

ていきたいと考えています。 

 

 

【教科別の学習意識（児童質問紙調査結果）】 

○本校児童の回答状況 

教科 好きだ 大切だと思う 授業が分かる 社会で役に立つ 

国語 35.0 78.8 57.5 66.3 

算数 37.5 83.8 66.3 81.3 

→算数における苦手感が強く表れているものの、将来に役立つ学習であることは理解しているようです。学

習状況の分析と考察で述べた支援の仕方や児童の見取りを大切にし、「できた」「分かった」と思える授業

展開を教師が工夫していくことで、「学ぶって楽しい」「算数が好き」と思える児童を増やしていきたいと

考えています。 


